
JP 2005-40037 A5 2006.9.7

【 公 報 種 別 】 特 許 法 第 １ ７ 条 の ２ の 規 定 に よ る 補 正 の 掲 載
【 部 門 区 分 】 第 １ 部 門 第 １ 区 分
【 発 行 日 】 平 成 18年 9月 7日 (2006.9.7)
　
【 公 開 番 号 】 特 開 2005-40037(P2005-40037A)
【 公 開 日 】 平 成 17年 2月 17日 (2005.2.17)
【 年 通 号 数 】 公 開 ・ 登 録 公 報 2005-007
【 出 願 番 号 】 特 願 2003-201820(P2003-201820)
【 国 際 特 許 分 類 】
                        Ｃ １ ２ ＰＣ １ ２ ＰＣ １ ２ ＰＣ １ ２ ＰＣ １ ２ ＰＣ １ ２ ＰＣ １ ２ ＰＣ １ ２ Ｐ   21/02     (2006.01)  21/02     (2006.01)  21/02     (2006.01)  21/02     (2006.01)  21/02     (2006.01)  21/02     (2006.01)  21/02     (2006.01)  21/02     (2006.01)
   Ｃ １ ２ Ｎ    1/20     (2006.01)
【 Ｆ Ｉ 】
   Ｃ １ ２ Ｐ   21/02          Ｂ
   Ｃ １ ２ Ｎ    1/20          Ａ
　
【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 7月 24日 (2006.7.24)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 窒 素 源 と し て は 、 硫 酸 ア ン モ ニ ウ ム 、 塩 化 ア ン モ ニ ウ ム な ど の 無 機 の ア ン モ ニ ウ ム 塩
、 フ マ ル 酸 ア ン モ ニ ウ ム 、 ク エ ン 酸 ア ン モ ニ ウ ム な ど の 有 機 酸 の ア ン モ ニ ウ ム 塩 、 硝 酸 ナ
ト リ ウ ム 、 硝 酸 カ リ ウ ム な ど の 硝 酸 塩 、 ペ プ ト ン 、 酵 母 エ キ ス 、 肉 エ キ ス 、 コ ー ン ス テ ィ
ー プ リ カ ー な ど の 有 機 窒 素 化 合 物 あ る い は こ れ ら の 混 合 物 を 使 用 す る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ア ミ ノ 酸 エ ス テ ル と し て は 、 当 該 ペ プ チ ド 生 成 酵 素 の 基 質 特 異 性 に お い て と ジ
ペ プ チ ド を 生 成 で き る ア ミ ノ 酸 エ ス テ ル で あ れ ば い か な る も の も 使 用 で き 、 例 え ば 、 Ｌ －
ア ミ ノ 酸 の メ チ ル エ ス テ ル 、 エ チ ル エ ス テ ル 、 n-プ ロ ピ ル エ ス テ ル 、 iso-プ ロ ピ ル エ ス テ
ル 、 ｎ － ブ チ ル エ ス テ ル 、 iso-ブ チ ル エ ス テ ル 、 tert-ブ チ ル エ ス テ ル 等 が 挙 げ ら れ る 。
ま た 、 天 然 型 の ア ミ ノ 酸 に 対 応 し た Ｌ － ア ミ ノ 酸 エ ス テ ル だ け で な く 、 非 天 然 型 の ア ミ ノ
酸 も し く は そ の 誘 導 体 に 対 応 す る Ｌ － ア ミ ノ 酸 エ ス テ ル ま た は Ｄ － ア ミ ノ 酸 エ ス テ ル も 使
用 可 能 で あ る 。 本 発 明 に お い て 、 ア ミ ノ 酸 エ ス テ ル と し て 好 ま し く は 、 Ｌ － ア ラ ニ ン エ ス
テ ル を 用 い る こ と が で き る 。 ア ミ ノ 酸 と し て は 、 当 該 ペ プ チ ド 生 成 酵 素 の 基 質 特 異 性 に お
い て ア ミ ノ 酸 エ ス テ ル と ジ ペ プ チ ド を 形 成 す る も の で あ れ ば 特 に 限 定 な く 公 知 の も の を 使
用 で き る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ９ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ９ ４ 】
（ 実 施 例 ２ ） 　 種 々 の Ｌ － ア ラ ニ ル エ ス テ ル を 基 質 に 用 い た 場 合 の Ｌ － ア ラ ニ ル － Ｌ － グ
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ル タ ミ ン の 生 産
　 実 施 例 １ と 同 様 に 同 様 に 培 養 し た  Pedobacter heparinus NBRC 12017 の 菌 体 を 寒 天 培
地 よ り 集 菌 し 、 湿 菌 体 と し て １ ０ ０ ｇ /Ｌ に な る よ う に １ ０ ｍ Ｍ の Ｅ Ｄ Ｔ Ａ を 含 む ０ ． １
Ｍ ホ ウ 酸 緩 衝 液 （ ｐ Ｈ ９ ． ０ ） に て 懸 濁 し た 。 こ れ ら の 微 生 物 の 菌 体 懸 濁 液 ０ ． １ ｍ Ｌ に
、 Ｅ Ｄ Ｔ Ａ １ ０ ｍ Ｍ 表 ２ に 示 す ア ラ ニ ン エ ス テ ル 塩 酸 塩 ２ ０ ０ ｍ Ｍ 、 及 び Ｌ － グ ル タ ミ
ン ４ ０ ０ ｍ Ｍ を 含 む １ ０ ０ ｍ Ｍ ホ ウ 酸 緩 衝 液 （ ｐ Ｈ ９ ． ０ ） ０ ． １ ｍ Ｌ を そ れ ぞ れ 添 加 し
、 全 量 を ０ ． ２ ｍ Ｌ と し た 後 、 ２ ０ ℃ に て 、 １ 時 間 、 反 応 を お こ な っ た 。 こ の と き の Ｌ ―
ア ラ ニ ル － Ｌ － グ ル タ ミ ン （ Ala-Gln） の 生 成 量 （ ｍ Ｍ ） を 表 ２ に 示 す 。
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